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高
齢
社
会
の
手
本
と
な
る
貝
原
益
軒
（
一
六
三
〇
─
一
七
一
四
） 

  

藩
士
と
し
て
業
績
の
あ
っ
た
人
物 

  

貝
原
益
軒
は
生
涯
に
約
六
〇
部
（
二
七
〇
余
巻
）
の
書
物
を
執
筆
し
て
い
る
た
め
、
作
家
の
よ
う

に
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
菩
提
寺
で
あ
る
福
岡
市
中
央
区
の
金
龍
寺
の
境
内
の
彫
像
は
書
籍

を
山
積
み
に
し
た
座
机
の
前
面
に
正
座
す
る
坐
像
で
あ
り
、
作
家
の
風
格
で
す
（
図
１
）
。
し
か
し
現

実
に
は
一
八
歳
か
ら
七
〇
歳
ま
で
筑
前
国
福
岡
藩
（
黒
田
藩
）
に
出
仕
し
た
武
士
で
あ
り
、
書
物
の

大
半
は
引
退
し
て
自
由
に
な
っ
て
か
ら
執
筆
し
た
も
の
で
、
見
事
な
複
線
の
人
生
を
達
成
し
た
人
物

で
す
。 

 
  

一
六
三
〇
（
寛
永
七
）
年
に
福
岡
藩
士
の
貝
原
寛
斎
の
五
男
の
篤
信
と
し
て
誕
生
し
、
一
八
歳
で

福
岡
藩
に
出
仕
し
ま
す
が
、
第
二
代
藩
主
黒
田
忠
之
か
ら
勘
当
さ
れ
て
浪
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

図１ 貝原益軒坐像（金龍寺） 
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七
年
が
経
過
し
て
二
七
歳
に
な
っ
た
一
六
五
六
（
明
暦
二
）
年
、
第
三
代
藩
主
黒
田
光
之
に
よ
っ
て

勘
当
が
解
除
さ
れ
て
帰
藩
が
許
可
さ
れ
、
翌
年
か
ら
藩
費
に
よ
っ
て
京
都
へ
留
学
し
、
本
草
学
や
朱

子
学
を
勉
強
す
る
と
と
も
に
、
木
下
順
庵
、
山
崎
闇
斎
な
ど
著
名
な
学
者
と
交
遊
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。 

  

七
年
間
の
留
学
を
終
了
し
て
一
六
六
四
（
寛
文
四
）
年
に
帰
藩
し
、
一
五
〇
石
の
知
行
を
付
与
さ

れ
ま
す
が
、
行
政
能
力
が
優
秀
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
藩
内
で
藩
士
の
教
育
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

一
六
八
二
（
天
和
二
）
年
に
李
氏
朝
鮮
か
ら
徳
川
幕
府
へ
の
外
交
使
節
団
で
あ
る
朝
鮮
通
信
使
（
図

２
）
が
藩
内
を
通
過
す
る
と
き
の
応
接
や
隣
接
す
る
佐
賀
藩
と
の
境
界
問
題
の
解
決
に
奔
走
す
る
な

ど
政
治
能
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
『
黒
田
家
譜
』
を
編
纂
す
る
な
ど
学
者
と
し
て
も
能
力

を
発
揮
し
ま
し
た
。 

 

 

人
生
指
南
を
し
た
益
軒 

  

一
六
九
九
年
に
七
〇
歳
に
な
っ
て
引
退
、
第
四
代
藩
主
黒
田
綱
正
か
ら
提
供
さ
れ
た
藩
内
の
荒
津

東
浜
の
屋
敷
に
、
三
九
歳
の
と
き
に
結
婚
し
た
二
二
歳
年
下
の
東
軒
と
と
も
に
居
住
し
、
作
家
と
し

て
の
第
二
の
人
生
を
開
始
し
ま
す
。
益
軒
が
執
筆
し
た
書
籍
に
は
硬
派
の
史
書
な
ど
も
何
冊
か
あ
る

も
の
の
、
一
般
に
周
知
さ
れ
て
い
る
の
は
『
五
常
訓
』『
家
道
訓
』『
初
学
訓
』『
五
倫
訓
』
な
ど
「
訓
」

と
名
付
け
ら
れ
た
人
生
訓
を
内
容
と
す
る
一
三
冊
で
す
が
、
と
り
わ
け
有
名
な
著
作
が
『
養
生
訓
』

で
す
。 

  

こ
れ
ら
の
「
訓
」
の
内
容
は
益
軒
の
独
創
で
は
な
く
、
中
国
の
歴
史
に
登
場
す
る
聖
賢
の
思
想
を

背
景
に
し
て
、
自
身
の
体
験
と
研
究
に
よ
っ
て
構
築
し
た
内
容
で
す
が
、
さ
ら
に
本
人
が
病
弱
で
、

生
涯
の
大
半
を
痔
疾
、
頭
痛
、
眼
病
、
淋
病
な
ど
で
苦
労
し
た
た
め
、
そ
れ
ら
に
対
処
し
な
が
ら
長

図２ 朝鮮通信使 
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生
き
し
た
経
験
か
ら
執
筆
し
た
と
い
う
背
景
が
あ
り
ま
す
。
『
養
生
訓
』
は
逝
去
す
る
前
年
の
八
三

歳
の
と
き
に
出
版
さ
れ
て
お
り
、
も
し
健
康
で
元
気
で
あ
れ
ば
、
こ
の
名
著
は
出
現
し
な
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

  

そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
「
身
体
は
自
分
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
飲
食
や
色
欲
に
ふ

け
っ
て
粗
末
に
し
て
は
い
け
な
い
。
人
間
に
は
飲
食
の
欲
、
好
色
の
欲
、
睡
眠
の
欲
、
駄
弁
の
欲
な

ど
あ
り
、
養
生
の
道
は
こ
れ
ら
の
欲
を
我
慢
す
る
こ
と
で
あ
る
」
「
欲
を
減
ら
す
と
命
を
延
ば
す
こ

と
に
な
る
。
食
を
少
な
く
し
、
飲
む
を
少
な
く
し
、
色
欲
を
少
な
く
し
、
口
数
を
少
な
く
し
、
怒
り

を
少
な
く
し
、
憂
い
を
少
な
く
し
、
寝
る
の
を
少
な
く
す
る
と
よ
い
」
と
僧
侶
の
修
行
の
よ
う
な
内

容
で
す
。 

  

益
軒
の
没
後
二
五
年
程
し
て
『
女
大
学
』
と
い
う
偽
作
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
益
軒
の
『
和
俗

童
子
訓
』
を
下
敷
き
に
し
た
内
容
で
、
益
軒
の
見
解
に
類
似
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
に

は
「
女
に
は
三
従
の
道
が
あ
る
。
父
の
家
に
い
て
は
父
に
従
い
、
夫
の
家
に
い
て
は
夫
に
従
い
、
夫

が
死
ん
で
か
ら
は
子
に
従
う
。
嫁
し
て
か
ら
は
父
の
家
に
行
く
こ
と
を
稀
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
批
判
殺
到
の
内
容
で
す
が
、
当
時
の
社
会
規
範
を
明
示
し
て
い

ま
す
。 

 

博
物
学
者
と
し
て
の
益
軒 

  

こ
の
よ
う
に
貝
原
益
軒
と
い
う
と
『
養
生
訓
』
の
著
者
と
し
て
有
名
で
す
が
、
本
質
は
近
世
を
代

表
す
る
博
物
学
者
で
す
。
そ
の
資
質
を
象
徴
す
る
大
作
が
全
一
八
巻
の
『
大
和
本
草
』
で
す
。
「
本

草
」
は
薬
用
と
な
る
動
植
鉱
物
の
総
称
で
す
が
、
中
国
の
明
代
の
学
者
の
李
時
珍
が
二
六
年
の
歳
月

を
か
け
て
編
纂
し
、
死
後
の
一
五
九
六
年
に
上
梓
し
た
『
本
草
綱
目
』
が
世
界
最
初
の
本
草
の
書
物

と
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）
。
全
五
二
巻
の
大
作
に
は
約
一
九
〇
〇
種
の
薬
種
が
図
版
と
と
も
に
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

図３ 『本草綱目』 



4 

  
こ
の
書
籍
は
一
種
の
百
科
事
典
で
内
容
が
斬
新
で
図
版
も
豊
富
で
あ
っ
た
た
め
中
国
で
も
何
度

も
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
国
で
の
出
版
か
ら
八
年
が
経
過
し
た
一
六
〇
四
（
慶
長
九
）
年
に
は

日
本
に
到
来
し
、
次
々
と
版
刻
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
、
一
四
種
類
の
出
版
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
注

目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
原
本
を
復
刻
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
独
自
の
百
科
事
典
を
製
作

す
る
活
動
も
登
場
し
、『
花
壇
綱
目
』（
一
六
六
四
）『
訓
蒙
図
彙
』（
一
六
六
六
）
な
ど
が
登
場
し
ま

す
。 

  

そ
の
よ
う
な
一
例
が
益
軒
が
日
本
の
動
植
鉱
物
を
対
象
に
編
纂
し
た
『
大
和
本
草
』
で
、
国
内
で

採
集
で
き
る
薬
用
の
動
植
鉱
物
を
図
入
り
で
網
羅
し
た
内
容
で
す
。
一
七
〇
九
（
宝
永
六
）
年
に
刊

行
さ
れ
、
付
録
と
図
版
は
益
軒
が
逝
去
し
た
翌
年
の
一
七
一
五
（
正
徳
五
）
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
ま

す
（
図
４
）
。『
大
和
本
草
』
が
明
代
の
『
本
草
綱
目
』
の
刺
激
で
実
現
し
た
よ
う
に
、
鎖
国
を
し
て

い
た
江
戸
時
代
の
新
規
の
学
問
領
域
の
開
拓
に
は
唐
船
が
も
た
ら
す
中
国
の
知
識
が
重
要
な
情
報

で
し
た
。 

 

 
  

と
こ
ろ
が
益
軒
が
並
々
な
ら
ぬ
学
識
で
発
刊
し
た
日
本
最
初
の
本
草
学
書
は
後
世
の
学
者
に
影

響
を
も
た
ら
し
、
平
賀
源
内
は
一
七
六
三
（
宝
暦
一
三
）
年
に
『
物
類
品
隲
』
を
、
小
野
蘭
山
は
一

八
〇
三
（
享
和
三
）
年
に
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
を
発
刊
し
て
い
ま
す
。
平
均
寿
命
が
四
〇
歳
程
度
で

あ
っ
た
江
戸
時
代
に
、
病
弱
で
は
あ
る
も
の
の
現
代
の
平
均
寿
命
に
匹
敵
す
る
八
五
歳
ま
で
活
躍
し

た
益
軒
は
『
養
生
訓
』
や
『
五
常
訓
』
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
人
物
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。 

 

旅
人
と
し
て
の
益
軒 

  

益
軒
は
病
弱
で
あ
っ
た
と
紹
介
し
ま
し
た
が
、
大
変
な
旅
行
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。
現
在
の
よ
う

に
便
利
な
移
動
手
段
は
な
く
、
す
べ
て
徒
歩
で
旅
行
す
る
時
代
に
頻
繁
に
旅
行
を
し
て
い
ま
す
。
宮

図４ 『大和本草』 
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仕
え
の
時
代
に
留
学
の
た
め
京
都
に
旅
行
し
た
こ
と
以
外
に
何
度
も
国
内
を
旅
行
し
、
生
涯
に
八
冊

の
紀
行
文
を
出
版
し
て
い
ま
す
。
明
治
時
代
初
期
、
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
Ｉ
・
バ
ー
ド
が
一
人
の
男
性

の
案
内
で
江
戸
か
ら
蝦
夷
へ
旅
行
し
た
こ
と
が
証
明
す
る
よ
う
に
安
全
に
旅
行
が
で
き
た
国
土
だ

っ
た
の
で
す
。 

  

一
六
八
五
（
貞
享
二
）
年
に
五
六
歳
の
益
軒
が
一
人
で
江
戸
か
ら
日
光
ま
で
旅
行
し
た
記
録
『
日

光
名
勝
記
』
を
参
考
に
、
旅
行
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
日
付
は
記
録
さ
れ
て
お
ら
ず
正
確
な
月
日

は
不
明
で
す
が
、
芭
蕉
が
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
旅
行
に
出
発
し
た
四
年
前
の
こ
と
で
す
。
現
在
、

隅
田
川
に
は
鉄
道
橋
や
自
動
車
専
用
橋
を
除
外
す
る
と
二
五
本
の
橋
梁
が
あ
り
ま
す
が
、
益
軒
が
日

光
に
出
発
し
た
時
点
で
は
千
住
大
橋
と
両
国
橋
の
二
本
し
か
な
く
、
奥
州
へ
は
千
住
大
橋
か
ら
出
発

し
ま
し
た
。 

  

千
住
大
橋
か
ら
奥
州
街
道
を
進
行
し
て
宇
都
宮
に
到
着
し
、
そ
こ
か
ら
日
光
街
道
へ
分
岐
し
ま
す

が
、
そ
れ
ま
で
の
平
坦
な
道
路
と
は
相
違
し
て
山
道
に
な
り
ま
す
。
現
在
で
は
両
側
は
鬱
蒼
と
し
た

杉
並
木
で
す
が
、
こ
れ
は
相
模
甘
縄
城
主
の
松
平
正
綱
と
信
綱
の
親
子
が
一
六
四
三
（
寛
永
二
〇
）

年
か
ら
植
樹
を
開
始
し
た
並
木
で
あ
る
た
め
、
当
時
は
巨
木
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
前

年
の
年
末
に
は
今
市
で
大
火
が
発
生
し
て
お
り
、
焼
跡
を
両
側
に
し
な
が
ら
の
旅
路
で
も
あ
り
ま
し

た
。 

  

東
照
宮
の
手
前
の
大
谷
（
だ
い
や
）
川
に
は
神
橋
が
架
橋
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
将
軍
や
勅
使
以
外

は
通
行
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
見
物
す
る
だ
け
で
し
た
。
そ
こ
で
徳
川
家
康
を
祭
神
と
す
る
日
光
東
照

宮
に
参
拝
し
、
さ
ら
に
三
代
将
軍
家
光
の
廟
所
で
あ
る
大
猷
院
（
た
い
ゆ
う
い
ん
）
に
参
詣
し
よ
う

と
し
ま
す
が
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
谷
川
沿
い
に
山
道
を
登
坂
し
、
中
禅
寺
湖
や
男
体
山
な
ど
を

見
物
し
た
と
記
録
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
博
物
学
者
だ
け
あ
り
、
数
多
く
の
野
鳥
に
つ
い
て
の
生
態

や
鳴
声
な
ど
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

高
齢
社
会
の
手
本
と
な
る
益
軒 

  

益
軒
夫
婦
に
は
子
供
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
兄
の
子
供
を
養
子
に
し
ま
し
た
が
、
益
軒
か
ら
昼

間
の
生
活
態
度
だ
け
で
は
な
く
寝
相
に
ま
で
干
渉
さ
れ
る
た
め
に
逃
亡
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
さ
ら

に
兄
の
次
男
を
養
子
に
し
ま
す
が
、
金
銭
に
だ
ら
し
が
な
く
、
厳
格
な
性
格
の
益
軒
は
苦
労
し
ま
す
。

そ
こ
で
自
分
が
死
亡
し
て
以
後
の
養
子
の
生
活
を
憂
慮
し
て
『
家
道
訓
』
を
出
版
し
ま
す
。
そ
こ
で

は
質
素
と
倹
約
が
生
活
の
基
本
だ
と
強
調
し
て
い
ま
す
が
、
道
楽
息
子
に
は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

  

益
軒
の
人
生
を
回
顧
す
る
と
、
博
物
学
者
と
し
て
は
日
本
最
初
の
本
草
学
書
を
出
版
す
る
ほ
ど
優

秀
で
し
た
が
、
女
子
や
子
供
を
対
象
に
し
た
「
訓
」
と
名
付
け
ら
れ
た
多
数
の
書
物
の
内
容
は
男
女

や
長
幼
の
秩
序
を
重
視
し
た
封
建
時
代
に
お
い
て
は
意
義
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
現
代
の
視
点
で
は
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時
代
錯
誤
の
印
象
で
す
。
益
軒
は
後
半
の
書
籍
で
話
題
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
に
な
っ

て
か
ら
学
問
に
集
中
し
た
長
寿
社
会
の
先
駆
と
な
る
人
生
を
実
現
し
た
こ
と
を
評
価
す
べ
き
人
物

で
す
。 

   

 

 

つ
き
お 

よ
し
お 

１
９
４
２
年
名
古
屋
生
ま
れ
。
１
９
６
５
年
東
京
大
学
部
工
学
部
卒
業
。
工
学

博
士
。
名
古
屋
大
学
教
授
、
東
京
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
東
京
大
学
名
誉
教
授
。
２
０
０
２
─
０
３

年
総
務
省
総
務
審
議
官
。
こ
れ
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
、
人
工
知
能
、
仮
想
現
実
、

メ
デ
ィ
ア
政
策
な
ど
を
研
究
。
全
国
各
地
で
カ
ヌ
ー
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
を
し
な
が
ら
、
知
床
半

島
塾
、
羊
蹄
山
麓
塾
、
釧
路
湿
原
塾
、
白
馬
仰
山
塾
、
宮
川
清
流
塾
、
瀬
戸
内
海
塾
な
ど
を
主
催
し
、

地
域
の
有
志
と
と
も
に
環
境
保
護
や
地
域
計
画
に
取
り
組
む
。
主
要
著
書
に
『
日
本 

百
年
の
転
換

戦
略
』
（
講
談
社
）
、
『
縮
小
文
明
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
、
『
地
球
共
生
』
（
講
談
社
）
、

『
地
球
の
救
い
方
』
、
『
水
の
話
』
（
遊
行
社
）
、
『
１
０
０
年
先
を
読
む
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究

所
）
、
『
先
住
民
族
の
叡
智
』
（
遊
行
社
）
、
『
誰
も
言
わ
な
か
っ
た
！
本
当
は
怖
い
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
サ
イ
バ
ー
戦
争
の
カ
ラ
ク
リ
』
（
ア
ス
コ
ム
）
、
『
日
本
が
世
界
地
図
か
ら
消
滅
し
な
い
た
め

の
戦
略
』
（
致
知
出
版
社
）
、
『
幸
福
実
感
社
会
へ
の
転
進
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
）
、
『
転
換

日
本 

地
域
創
成
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
、
最
新
刊
「
Ａ
Ｉ
に
使
わ
れ
る
人 

Ａ
Ｉ
を
使
い

こ
な
す
人
」
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
道
徳
教
育
財
団
）
な
ど
。
モ
ル
ゲ
ン
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
連
載
「
清
々
し
き
人
々
」

と
パ
ー
セ
ー
誌
の
連
載
「
凜
々
た
る
人
生 

─ 

志
を
貫
い
た
先
人
の
姿 

─
」
か
ら
の
再
編
集
版
と

し
て
、
『
清
々
し
き
人
々
』
、
『
凛
凛
た
る
人
生
』
、
『
爽
快
な
る
人
生
』
（
遊
行
社
）
な
ど
。 


